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【方法】2008～2010年に行われたLocomotive Syndrome and Health Outcome in Aizu 
 Cohort Study（LOHAS）の基本調査に2008年、2009年連続して参加した65歳以上の地 
域在住高齢者を対象にコホート研究を行った。要因は 2008年に主観的睡眠の質を、 
Pittsburgh Sleep Quality Index（PSQI）を用い測定した。アウトカムはその後 1年 
























のPSQIスコア3点増加毎の調整オッズ比 (AOR)=1.50, 95%信頼区間 (CI)=1.20, 1.89）。 
2次解析では、全てのモデルにおいて、PSQIスコアが最高 4分区間（PSQI>5点）の対 
象者は、最低 4分区間群（PSQI<2点）と比較し、その後1年間の転倒発生割合が有意に 
高かった（多変数調整モデルのAOR=2.14; 95% CI=1.09, 4.22）。 
探索的解析において、PSQI構成要素の内、睡眠の質、睡眠効率、睡眠困難、日中覚 












ついて調べるため、Locomotive Syndrome and Health Outcome in Aizu Cohort Study 
（LOHAS）のデータを用いて65歳以上の地域在住高齢者、1071人 (平均 71歳) を 
対象とした研究を行った。Pittsburgh Sleep Quality Index (PSQI)を用いて測定した 
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